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交
通
災
害
共
済

▼
８
月
は
一
斉
加
入
月
間　
家
族
そ
ろ
っ
て
ご
加
入
を

交
通
災
害
共
済
は
、
利
益
を
目
的
と

し
な
い
住
民
相
互
の
共
済
制
度
で
、
公

共
団
体
が
運
営
し
て
い
る
安
心
、
有
利

な
制
度
で
す
。

現
在
加
入
し
て
い
る
交
通
災
害
共
済

の
共
済
期
間
は
８
月
31
日
ま
で
で
す
。

平
成
㉚
年
度
の
加
入
申
込
期
間

　
８
月
６
日
㈪
～
㉛
日
㈮

加
入
方
法

区
長
・
自
治
会
長
さ
ん
を
通
じ
て
配

布
し
た
申
込
書
に
記
入
し
、
会
費
を
添

え
て
市
民
課
ま
た
は
各
出
張
所
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い（
申
込
書
は
市
民
課
・

各
出
張
所
に
も
あ
り
ま
す
）。

※
市
内
幼
稚
園
、こ
ど
も
園
、小
・
中
学

校
に
在
籍
し
て
い
る
場
合
は
、会
費
が

安
い「
集
団
加
入
」を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
６
月
期
に
加
入
が
で
き
な

か
っ
た
方
は
、学
校
な
ど
を
通
じ
て
早

め
に
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

見
舞
金
の
対
象
と
な
る
事
故

自
動
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
に
よ
る

交
通
事
故
で
、
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン

タ
ー
か
ら
交
通
事
故
証
明
書
が
発
行
さ

れ
た
事
故（
原
則
と
し
て
人
身
事
故
扱

い
）

T　
市
民
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
２
７
１

　蓮沼出張所・社会福祉協議会蓮沼連絡所が、
８月６日から『旧蓮沼保健センター』に移転します　

蓮沼出張所・社会福祉協議会蓮沼連絡所が、蓮沼スポーツプラザから旧蓮沼保健センターに移転します。
また、それに伴い「旧蓮沼保健センター」の名称が「蓮沼出張所」へ変更となります。

蓮沼スポーツプラザでの業務終了日
� ８月３日㈮
蓮沼出張所での業務開始日
� ８月６日㈪

移転後庁舎所在地
〒289-1892　
山武市蓮沼ハの233番地
※�電話番号およびファクス番号は
変わりません。

T　蓮沼出張所　☎0475（86）3111
　　　　　　　　F0475（86）2761

社会福祉協議会蓮沼連絡所　☎0475（86）3126
　　　　　　　　　　　　　F0475（86）3129

年会費
700円

死亡見舞金
150万円

〔移転後〕
蓮沼出張所

蓮沼出張所蓮沼出張所

蓮沼交流センター

蓮沼スポーツ
プラザ

蓮沼中学校

道の駅
オライはすぬま

８月６日から

８月３日まで

◆共済期間と年会費
申込日 共済期間 会費（1人あたり）

平成30年８月31日まで 平成30年９月１日～平成31年８月31日 700円

平成30年９月１日以降 加入申込日翌日～平成31年８月31日 加入月により700円～100円

◆見舞金の額
死亡見舞金 150万円

傷害見舞金 入院・通院実日数により２～50万円

身障見舞金（１級または２級） 傷害見舞金のほか50万円

交通遺児見舞金 交通遺児１人につき10万円
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乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
を

�

受
け
ま
せ
ん
か
？

市
で
は
８
月
か
ら
乳
が
ん
子
宮
が
ん

検
診（
集
団
検
診
）を
実
施
し
ま
す
。

費　
用　
乳
が
ん
検
診　
１
２
０
０
円

　
　
　
　
子
宮
が
ん
検
診　
８
０
０
円

一
部
日
程
に
つ
い
て
、
ま
だ
空
き
が

あ
り
、
受
診
予
約
が
可
能
で
す
の
で
、

昨
年
度
検
診
を
受
け
て
い
な
い
方
や
今

年
度
ま
だ
申
し
込
み
を
し
て
い
な
い
方

は
健
康
支
援
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◆
女
性
と
が
ん
の
関
係

生
涯
の
う
ち
乳
が
ん
を
患
う
日
本
人

女
性
は
12
人
に
１
人
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
市
で
は
40
歳
代
と
50
歳
代
の
方
は

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
と
超
音
波
検
査
の
交

互
検
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
検
診

を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
ど
ち
ら

か
一
方
の
検
査
で
は
発
見
し
づ
ら
い
異

常
を
見
つ
け
や
す
く
な
り
ま
す
。
乳
が

ん
は
早
期
発
見
に
よ
り
適
切
な
治
療
が

行
わ
れ
る
と
、
良
好
な
経
過
が
期
待
で

き
ま
す
の
で
、
定
期
的
な
検
診
受
診
と

自
己
検
診
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

子
宮
頸
が
ん
は
Ｈ
Ｐ
Ｖ（
ヒ
ト
パ
ピ

ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
）に
感
染
す
る
こ
と

が
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
感

染
し
て
も
必
ず
し
も
が
ん
に
な
る
と
い

う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
が
ん
に
な

る
と
し
て
も
感
染
か
ら
の
期
間
は
５
年

か
ら
10
年
以
上
と
言
わ
れ
て
お
り
、
定

期
的
に
検
診
を
受
け
る
こ
と
で
が
ん
に

な
る
前
の
段
階
で
診
断
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

T　
健
康
支
援
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
７
１

「
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

�

事
業
」
を
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

介
護
予
防
・

�

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
と
は
？

　

65
歳
以
上
で
、
要
支
援
１
・
２
の
認

定
を
受
け
た
人
や
、
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
に
よ
り
生
活
機
能
の
低
下
が
み
ら

れ
る
人
が
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

な
る
べ
く
自
立
し
た
暮
ら
し
を
続
け
る

た
め
に
も
、積
極
的
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

◆
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス

・�

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
居
宅
を
訪
問

し
、
身
体
介
護
や
生
活
支
援
を
行
い

ま
す
。

・�

地
域
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
主
体

と
な
り
、
ゴ
ミ
出
し
な
ど
の
生
活
支

援
を
行
い
ま
す
。

◆
通
所
型
サ
ー
ビ
ス

・�

通
所
介
護
施
設
で
、
日
常
生
活
上
の

支
援
や
、
生
活
行
為
向
上
の
た
め
の

支
援
を
行
い
ま
す
。

・�

地
域
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
主
体

と
な
り
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
運

動
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

・�

生
活
機
能
を
改
善
す
る
た
め
、
運
動

器
の
機
能
向
上
や
栄
養
改
善
な
ど
の

短
期
的
な
指
導
を
行
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
山
武
市
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

T　
山
武
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）２
６
４
３

献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

献
血
は
身
近
に
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
す
。
よ
り
安
全
な

血
液
を
安
定
的
に
確

保
す
る
た
め
、
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

日�　
時　
８
月
７
日
㈫　
午
前
⓾
～
⓫

時
㊺
分
・
午
後
１
～
４
時

場　
所　
成
東
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※�

輸
血
さ
れ
た
方
の
お
礼
の
お
手
紙
を

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

H�http://w
w
w
.city.sam

m
u.lg.jp/

soshiki/27/kenketsu.htm
l

T　
健
康
支
援
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
７
３

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

葬
祭
費
の
支
給
申
請
は�

�
�

お
済
み
で
す
か
？

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
被
保
険
者

が
亡
く
な
り
葬
祭（
火
葬
の
み
の
場
合

を
含
む
）を
行
っ
た
場
合
、
申
請
を
す

る
と
葬
祭
を
行
っ
た
方
に
葬
祭
費
５
万

円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

葬
祭
を
行
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
２
年

を
過
ぎ
る
と
時
効
と
な
り
申
請
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申�

請
方
法　
葬
祭
を
行
っ
た
後
、
次
の

も
の
を
用
意
し
て
国
保
年
金
課
ま
た

は
出
張
所
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①�

亡
く
な
ら
れ
た
被
保
険
者
の
後
期
高

齢
者
医
療
被
保
険
者
証

②�

会
葬
礼
状
や
領
収
書
な
ど
、
葬
祭
を

行
っ
た
方（
喪
主
）を
確
認
で
き
る
書

類
③
葬
祭
を
行
っ
た
方
の
印
鑑（
認
印
可
）

④�

葬
祭
を
行
っ
た
方
の
預（
貯
）金
通
帳

（
葬
祭
を
行
っ
た
方
以
外
の
口
座
に

振
込
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
委
任

状
が
必
要
と
な
り
ま
す
）

※�

他
県
よ
り
転
入
し
、
市
内
の
施
設
等

に
入
所
さ
れ
て
い
た
方
は
、
被
保
険

者
証
の
発
行
元
の
市
区
町
村
で
の
申

請
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

T　
国
保
年
金
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
４
２

　健
康・福
祉
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国
民
年
金
保
険
料
の

�

５
年
後
納
制
度
が
終
了
し
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
期
限
か

ら
２
年
を
過
ぎ
る
と
時
効
に
よ
り
納
付

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
過
去
５

年
※
以
内
に
納
め
ら

れ
な
か
っ
た
国
民

年
金
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
が
で

き
る「
後
納
制
度
」

が
９
月
ま
で
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
年

金
額
を
増
や
す
こ
と
や
、
年
金
の
受
給

が
で
き
な
か
っ
た
方
が
受
給
資
格
を
得

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

制
度
の
利
用
に
は
９
月
28
日
㈮
ま
で

に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

注�

意
事
項　
60
歳
以
上
で
、
老
齢
基
礎

年
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
方
は
申
し

込
み
が
で
き
ま
せ
ん
。

※�

過
去
５
年
と
は
、
納
め
よ
う
と
す
る

月
前
５
年
以
内
の
期
間
で
す
。

（
例
）平
成
25
年
８
月
分
は
、

　
平
成
30
年
８
月
末
ま
で
納
付
可
能

T�　
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

�

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）０
０
４

　
　
千
葉
年
金
事
務
所

�

☎
０
４
３（
２
４
２
）６
３
２
０

２.　70歳以上75歳未満の国民健康保険加入者の方
　　《70歳以上75歳未満の方の自己負担限度額（月額）》

３．世帯の国民健康保険加入者全員（国民健康保険に加入していない世帯主も含む）が住民税非課税の方
　�　住民税非課税世帯の方は、医療費のほかにも、下記のとおり入院時食事代の標準負担額が一般（住民税課税世帯）
に比べ減額できます。
　　《入院時食事代の標準負担額》

１.　70歳未満の国民健康保険加入者で国民健康保険税の未納のない方
　　《自己負担限度額（月額）》

　　◎表中の「所得」とは、基礎控除後の「総所得金額等」になります。（所得の申告がない場合は区分アとみなされますのでご注意ください。）
　　◎表中の「多数回該当」とは、過去12カ月の間に、同一世帯で４回以上該当したときの４回目以降の限度額になります。
　　◎入院時の食事代や保険適用外の差額ベッド代などは対象外です。

　　◎低所得Ⅱ…同一世帯の世帯主および国保被保険者が住民税非課税の世帯に属する方（低所得Ⅰを除く）
　　◎低所得Ⅰ…�同一世帯の世帯主および国保被保険者が住民税非課税で、各所得が必要経費・控除（年金の所得は控除額を80万円として計算）を差

し引いたときに0円となる世帯に属する方
　　※所得区分が現役並みⅢまたは一般の方は申請の必要はありません

　医療費が高額になりそうなときは「限度額認定証」の申請手続きをしておくと、次に該当する
方は、「限度額認定証」を医療機関の窓口に提示することにより、１カ月（１日から月末まで）の
窓口でのお支払いが自己負担限度額までとなります。

※手続きに必要なもの
・保険証　・印かん（認印）
※�認定証の有効期限は毎年７月31日までとなります。
すでに交付されている方も引き続き認定を受ける場
合は、再度申請が必要となります。

※�１月２日以降に転入された方は、１月１日現在にお
住まいであった市区町村の「所得証明書（非課税証明
書）」をお持ちください。

S・T　国保年金課　☎0475（80）1143

区分 所得区分 自 己 負 担 限 度 額
ア 所　得　901万円超 252,600円＋(総医療費－842,000円)×１％　【多数回該当：140,100円】
イ 所　得　600万円超901万円以下 167,400円＋(総医療費－558,000円)×１％　【多数回該当：93,000円】
ウ 所　得　210万円超600万円以下 80,100円＋(総医療費－267,000円)×１％　【多数回該当：44,400円】
エ 所　得　210万円以下 57,600円　【多数回該当：44,400円】
オ 住民税　非課税世帯 35,400円　【多数回該当：24,600円】

所得区分 外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位）

①現役並み
所得者

現役並みⅢ（所得690万円以上） 252,600円＋（総医療費－842,000円）×１％【多数回該当　140,100円】
現役並みⅡ（所得380万円以上690万円未満） 167,400円＋（総医療費－558,000円）×１％【多数回該当　93,000円】
現役並みⅠ（所得145万円以上380万円未満） 80,100円＋（総医療費－267,000円）×１％【多数回該当　44,400円】

②一般　（①および③以外） 18,000円
【年間限度額　144,000円】

57,600円
【多数回該当　44,400円】

③低所得者 低所得Ⅱ 8,000円 24,600円
低所得Ⅰ 8,000円 15,000円

所得区分 入院時の食事代（1食あたり）
一般（住民税課税世帯） 360円

区分オまたは低所得Ⅱ 90日までの入院（過去12カ月の入院日数） 210円
90日を超える入院（過去12カ月の入院日数） 160円

低所得Ⅰ 100円

国民健康保険加入の方へ
医療費が高額になりそうなときは「限度額適用認定証」の申請手続きを



8広報さんむ
2018.8月

行政からの
お知らせ

information

「
特
別
児
童
扶
養
手
当
」な
ど
の
所

�

得
状
況
届
・
現
況
届
が
必
要
で
す

次
の
各
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、

所
得
状
況
届
・
現
況
届
が
必
要
で
す
。

現
況
届
等
の
提
出
が
無
い
場
合
は
、

８
月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
。

◆
特
別
児
童
扶
養
手
当　
家
庭
で
障
が

い
の
あ
る
児
童（
20
歳
未
満
）を
介
護

し
て
い
る
父
母
ま
た
は
養
育
者
に
対

し
て
支
給
す
る
手
当
で
す
。

�

（
所
得
制
限
あ
り
）

支
給
月
額　
１
級　
５
万
１
７
０
０
円

　
　
　
　
　
２
級　
３
万
４
４
３
０
円

◆
特
別
障
害
者
手
当　
著
し
く
重
度
の

障
が
い
が
重
複
し
て
い
る
状
態
に
あ

り
、
日
常
生
活
で
常
に
特
別
な
介
護

を
必
要
と
す
る
20
歳
以
上
の
在
宅
の

方（
本
人
）に
支
給
す
る
手
当
で
す
。

�

（
所
得
制
限
あ
り
）

支
給
月
額　
　
　
　
２
万
６
９
４
０
円

◆
障
害
児
福
祉
手
当　
著
し
く
重
度
の

障
が
い
の
状
態
に
あ
り
、
日
常
生
活

で
常
に
特
別
な
介
護
を
必
要
と
す
る

20
歳
未
満
の
在
宅
の
方（
本
人
）に
支

給
す
る
手
当
で
す
。

�

（
所
得
制
限
あ
り
）

支
給
月
額　
　
　
　
１
万
４
６
５
０
円

な
お
、
届
け
出
が
必
要
な
方
に
は
、

届
出
書
等
を
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
内
容
を
ご
確
認
の
う
え
、
８

月
⓾
日
㈮
か
ら
９
月
⓫
日
㈫
ま
で
の
間

に
、
必
ず
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

T　
社
会
福
祉
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）２
６
１
４

児
童
扶
養
手
当・ひ
と
り
親
家
庭
等
医

�

療
費
等
助
成
の
現
況
届
等
が
必
要
で
す

�◆
児�

童
扶
養
手
当

　
現
在
、
児
童
扶
養
手
当
の
認
定
を
受

け
て
い
る
方（
支
給
停
止
中
の
方
を
含

む
）は
、
現
況
届
が
必
要
で
す
。

現
況
届
は
、
８
月
１
日
の
現
況
を
確

認
し
、
児
童
扶
養
手
当
を
引
き
続
き
受

け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。
提
出
が
無
い
場
合
は
、

８
月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
。
な
お
、
２
年
以
上
届
け
出

が
な
い
場
合
は
、
手
当
の
支
給
を
受
け

る
権
利
が
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、手
当
支
給
開
始
か
ら
５
年（
ま

た
は
支
給
要
件
に
該
当
し
て
か
ら
７

年
）を
経
過
し
て
い
る
方
は「
児
童
扶
養

手
当
一
部
支
給
停
止
適
用
除
外
事
由
届

出
書
」お
よ
び
関
係
書
類
も
あ
わ
せ
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

届
出
が
必
要
な
方
に
は
、
７
月
末
に

届
出
書
等
を
郵
送
し
て
い
ま
す
が
、

届
い
て
い
な
い
場
合
に
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

児�

童
扶
養
手
当
と
は　
父
母
の
離
婚
な

ど
に
よ
り
、
父
親
ま
た
は
母
親
と
生

計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
を
養

育
し
て
い
る
母
子
家
庭
お
よ
び
父
子

家
庭
な
ど
の
生
活
の
安
定
と
自
立
を

支
援
し
、
児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
支
給
さ
れ
る

手
当
で
す（
所
得
制
限
あ
り
）。
必
要

な
申
請
書
類
は
個
々
の
状
況
に
よ

り
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、�

子
育
て
支
援
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

◆
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
等
助
成

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
等
助
成
制

度
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
の
助
成
の
有

効
期
限
は
、
７
月
31
日
㈫
ま
で
で
す
。

引
き
続
き
、
こ
の
制
度
の
利
用
を
希

望
さ
れ
る
方
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。

届
け
出
さ
れ
な
い
場
合
は
、
８
月
分

か
ら
の
助
成
制
度
を
利
用
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

※�

こ
の
助
成
制
度
を
利
用
さ
れ
て
い
る

方
に
は
、
７
月
末
に
申
請
用
紙
を
郵

送
し
て
い
ま
す
が
、
届
い
て
い
な
い

場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

提�
出
期
間　

８
月
1
日
㈬
～
31
日
㈮

（
土
日
、
祝
日
を
除
く
）

休�
日
受
付　
８
月
26
日
㈰　
午
前
９
時

～
午
後
5
時

S�

・
T　
子
育
て
支
援
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）２
６
３
１

障
が
い
者
を
虐
待
か
ら

�

守
り
ま
し
ょ
う

障
害
者
虐
待
防
止
法
で
は
、
虐
待
を

受
け
た（
ま
た
は
受
け
て
い
る
）と
思
わ

れ
る
障
害
者
を
発
見
し
た
場
合
は
、
警

察
等
へ
速
や
か
に
通
報
す
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
虐
待
の
分
類

身�

体
的
虐
待　
暴
行
、
正
当
な
理
由
な

く
身
体
を
拘
束
す
る
な
ど

心
理
的
虐
待　
暴
言
、
無
視
な
ど

経�

済
的
虐
待　
本
人
の
お
金
を
勝
手
に

使
う
、必
要
な
生
活
費
を
渡
さ
な
い
、

使
わ
せ
な
い
な
ど

放�

棄
、
放
置　
食
事
や
入
浴
、
洗
濯
、

排
泄
な
ど
の
世
話
や
介
助
を
し
な
い

な
ど

性�

的
虐
待　
無
理
矢
理
わ
い
せ
つ
な
行

為
を
し
た
り
、
さ
せ
た
り
す
る
な
ど

◆
虐
待
の
種
類

養�

護
者
に
よ
る
虐
待　
家
族
、
親
族
、

同
居
人
に
よ
る
虐
待

障
害
者
福
祉
施
設
従
事
者
等
に
よ
る
虐
待

　

�

障
害
者
福
祉
施
設
や
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
所
で
働
い
て
い
る
職
員

に
よ
る
虐
待

使�

用
者
に
よ
る
虐
待　
雇
用
し
て
い
る

事
業
主
な
ど
に
よ
る
虐
待

T　
山
武
市
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）２
６
１
４
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第
２
回
親
業
講
座
を
開
催
し
ま
す

子
ど
も
の
心
を
理
解
し
、
温
か
い
親

子
関
係
・
兄
弟
関
係
を
築
く
た
め
の
参

加
型
講
座
で
す
。
子
育
て
の
コ
ツ
や
す

ぐ
に
役
立
つ
具
体
的
な
方
法
を
身
に
つ

け
ま
す
。
保
護
者
は
も
ち
ろ
ん
、
子
ど

も
に
関
わ
る
方
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

日�　
時　
８
月
22
日
㈬

午
前
９
時
30
分
～
11

時
30
分

場�　
所　
さ
ん
ぶ
の
森

中
央
会
館
視
聴
覚
室

※��

託
児
申
し
込
み
締
め

切
り
８
月
16
日
㈭
・

要
予
約

S�

・
T　
生
涯
学
習
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
４
５
６

東
金
労
働
基
準
監
督
署
に

�「
労
働
時
間
相
談
・
支
援
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置

�

東
金
労
働
基
準
監
督
署
で
は
、
働
く

方
々
の
労
働
条
件
の
確
保
・
改
善
を
目

的
と
し
た「
労
働
時
間
相
談
・
支
援
コ
ー

ナ
ー
」を
新
た
に
設
置
し
ま
し
た
。

同
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
主
に
中
小
企
業

の
事
業
主
の
方
に
対
し
、
法
令
に
関
す

る
知
識
や
労
務
管
理
体
制
に
つ
い
て
の

相
談
へ
の
対
応
や
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
窓
口
相
談
、
電
話
相
談
ど
ち
ら
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

受�

付
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分（
土
･
日
･
祝
日
を
除
く
）

場�　
所　
東
金
労
働
基
準
監
督
署（
東

金
市
田
間
65
番
地
）

�

☎
０
４
７
５（
５
２
）４
３
５
８

中
小
企
業
の
み
な
さ
ま
へ

先
端
設
備
等
導
入
計
画
お
よ
び��
�
固
定
資
産
税
の
特
例
措
置
等

国
内
産
業
の
生
産
性
の
向
上
を
短
期

間
に
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
生
産
性
向
上
特
別
措
置
法
」が
平
成
30

年
6
月
6
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
者
は
、
市
の
導
入
促
進
基
本
計

画
に
沿
っ
た「
先
端
設
備
等
導
入
計
画
」

を
作
成
し
、
認

定
を
得
る
こ
と

で
固
定
資
産
税

の
特
例
措
置
等

の
支
援
を
受
け

る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

※�「
先
端
設
備

等
導
入
計
画
」

の
認
定
を
受
け
て
平
成
33
年
3
月
31

日
ま
で
の
期
間
に
新
規
取
得
し
た
償
却

資
産（
中
古
不
可
）の
う
ち
、
一
定
の
要

件
を
満
た
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
当

初
3
年
間
固
定
資
産
税
が
ゼ
ロ
と
な

り
ま
す
。

申
請
方
法
等
、
詳
し
く
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
わ
が
ま
ち
活
性
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

T　
わ
が
ま
ち
活
性
課　

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
２
０
１

H�http://www.city.sammu.lg.jp/site/
shinseisyo/sentansetsubi.html

働
き
方
改
革
に
取
り
組
む
中
小
企
業
・

�

小
規
模
事
業
者
を
支
援

国
の
委
託
事
業
と
し
て「
働
き
方
改

革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
」が
開
設
さ
れ

ま
し
た
。
就
業
規
則
の
作
成
方
法
、
非

正
規
雇
用
労
働
者
の
処
遇
改
善
、
過
重

労
働
対
策
、
賃
金
規
定
の
見
直
し
、
労

働
関
係
助
成
金
の
活
用
等
に
つ
い
て
、

個
別
相
談
、
メ
ー
ル
相
談
、
電
話
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。

受�
付
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
月

～
土
曜
日
）

場�　
所　
千
葉
働
き
方
改
革
推
進
支
援

セ
ン
タ
ー（
千
葉
市
中
央
区
新
田
町

６
︱
６
荒
井
ビ
ル
3
階
Ａ
室
）

�

☎
０
４
３（
３
０
４
）６
１
３
３

環
境
影
響
評
価
準
備
書
・
住
民
等

�

意
見
へ
の
事
業
者
見
解
縦
覧

「
成
田
空
港
の
更
な
る
機
能
強
化
に

係
る
環
境
影
響
評
価
準
備
書
」に
つ
い

て
、
住
民
等
か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
へ

の
事
業
者
見
解
を
記
載
し
た
書
類
を
縦

覧
し
ま
す
。

縦
覧
期
間　
８
月
14
日
㈫
～
28
日
㈫

※
土
・
日
曜
日
は
除
く

時�　
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分

場�　
所　
企
画
政
策
課
空
港
み
ら
い
対

策
室（
松
尾
出
張
所
）、環
境
保
全
課
、

蓮
沼
出
張
所
、
千
葉
県
環
境
政
策
課

T　
空
港
み
ら
い
対
策
室　

�

☎
０
４
７
９（
８
０
）７
１
１
５

　
　
千
葉
県
環
境
政
策
課　

�

☎
０
４
３（
２
２
３
）４
１
３
８

育
教・
て
育
子産

　
業

暮
ら
し・環
境
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行政からの
お知らせ

information

成
田
空
港
周
辺
地
域
を
よ
く
す
る

�

活
動
を
応
援
し
ま
す

�成
田
空
港
地
域
共
生
・
共
栄
会
議
で

は
、
広
く
一
般
か
ら
成
田
空
港
周
辺
地

域
の
共
栄
に
つ
な
が
る
協
働
事
業
を
募

集
し
ま
す
。

選
定
さ
れ
た
事
業
は
、
事
業
実
施
団

体
と
共
生
・
共
栄
会
議
の
共
栄
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
協
働
で
実
施
す
る
こ

と
と
し
ま
す
。

対�

象
事
業　
成
田
空
港
周
辺
地
域
の
地

域
振
興
、
観
光
振
興
ま
た
は
景
観
形

成
等
に
つ
な
が
る
事
業
で
あ
っ
て
、

対
象
地
域
の
う
ち
２
市
町
以
上
を
含

む
事
業
と
し
ま
す
。

対�

象
地
域　
成
田
空
港
周
辺
地
域（
成

田
市
、富
里
市
、山
武
市
、香
取
市
、

多
古
町
、
芝
山
町
、
横
芝
光
町
、
栄

町
お
よ
び
神
崎
町
）

実�

施
期
間　
事
業
の
実
施
期
間
は
、
平

成
31
年
４
月
１
日
～
平
成
32
年
３
月

31
日
ま
で
と
し
ま
す
。

負�

担
金
の
額　
１
事
業
に
対
し
負
担
金

と
し
て
交
付
す
る
額
は
１
０
０
万
円

以
下
と
し
ま
す
。

選�

定
事
業
数　
合
計
２
事
業
を
選
定
し

ま
す
。
た
だ
し
１
団
体
に
つ
き
選
定

さ
れ
る
事
業
は
１
事
業
で
す
。

募�

集
期
間　
８
月
１
日
㈬
～
10
月
１
日

㈪
必
着

詳
細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

H�http://www.narita-kyousei.gr.jp/

T　
成
田
空
港
地
域
共
生
・
共
栄
会
議 

�

☎
０
４
７
９（
８
５
）７
７
１
５

（
平
日
午
前
９
時
～
正
午
、午
後
１
～
５
時
）

結
婚
新
生
活
を
支
援
し
ま
す

市
で
は
、
少
子
化
対
策

の
強
化
な
ど
を
目
的
と
し

て
、
新
婚
世
帯
が
新
生
活

を
始
め
る
際
の
新
居
の
住

居
費
や
引
越
し
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
と
な
る
方（
概
要
）

①�
平
成
30
年
１
月
１
日
以
降
に
婚
姻
届

を
提
出
し
、
受
理
さ
れ
た
夫
婦

②�

夫
婦
共
に
婚
姻
日
に
お
け
る
年
齢
が

34
歳
以
下
か
つ
世
帯
の
所
得
が
３
４

０
万
円
未
満（
所
得
証
明
書
を
も
と

に
、
平
成
28
年
１
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
の
夫
婦
の
所
得
合
算
金
額
）

③�

対
象
と
な
る
住
居
が
市
内
に
あ
り
、

夫
婦
と
も
に
当
該
住
居
の
住
所
地
に

住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と

④�

夫
婦
共
に
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

補
助
の
対
象
と
な
る
費
用

・�

住
居
費･･･

結
婚
を
機
に
新
た
に
物

件
を
購
入
ま
た
は
貸
借
す
る
際
に
要

し
た
費
用

・�

引
越
し
費
用･･･

引
越
し
業
者
等
へ

支
払
う
実
費

補�

助
額　
住
居
費
と
引
越
し
費
用
を
合

わ
せ
た
額
を
対
象
と
し
、
一
世
帯
あ

た
り
30
万
円
を
上
限
と
し
ま
す
。

　

�　
な
お
、
住
居
を
購
入
し
た
場
合
は

最
大
50
万
円
ま
で
補
助
し
ま
す
。

S�

・
T　
企
画
政
策
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
３
１

農
地
の
出
し
手
を
募
集
中
で
す�

規
模
を
拡
大
し
た
い
担
い
手
に
貸
し

付
け
る
農
業
振
興
地
域
内
の
農
地
を
探

し
て
い
ま
す
。
農
業
か
ら
の
リ
タ
イ
ア

を
考
え
て
い
る
、
相
続
し
た
農
地
の
管

理
に
困
っ
て
い
る
、
水
田
を
や
め
て
畑

に
専
念
し
た
い
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

貸
し
た
い
農
地
が
あ
る
方
は
、
農
地
の

あ
る
市
町
村
ま
た
は
、
公
益
社
団
法
人

千
葉
県
園
芸
協
会（
農
地
中
間
管
理
機

構〈
以
下
機
構
〉）に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

機
構
が
農
地
の
受
け
手
を
探
し
ま
す
。

ま
た
、
賃
料
の
徴
収
、
支
払
い
は
機

構
が
行
い
ま
す
。
希
望
す
る
受
け
手
が

い
る
場
合
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

地
域
の
農
地
を
一
定
割
合（
二
割
超
）機

構
に
貸
す
場
合
や
、
個
人
が
一
定
の
要
件

を
満
た
す
場
合
、
協
力
金
の
交
付
が
受
け

ら
れ
ま
す（
別
途
市
町
村
に
申
請
が
必
要
）。

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

T　
農
林
水
産
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
２
１
１

　
　
（
公
社
）千
葉
県
園
芸
協
会
農
地
部

�

☎
０
４
３（
２
２
３
）３
０
１
１

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

�

テ
ム
）
に
よ
る
情
報
伝
達
訓
練
実
施

�津
波
や
武
力
攻
撃
等
の
災
害
時
に
、

J
ア
ラ
ー
ト（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム
）に
よ
り
国
か
ら
伝
達
さ
れ
る
緊
急

情
報
を
、
防
災
行
政
無
線
の
放
送
等
に

よ
り
確
実
に
市
民
の
皆
さ
ん
へ
お
伝
え

で
き
る
よ
う
に
全
国
一
斉
に
情
報
伝
達

訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

な
お
、
情
報
伝
達
訓
練
で
は
、
防
災

行
政
無
線（
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
・
戸
別

受
信
機
）の
放
送
お
よ
び
山
武
市
安
心

安
全
メ
ー
ル
を
配
信
し
ま
す
。

訓
練
日
時　
８
月
29
日
㈬
午
前
11
時

防
災
行
政
無
線
放
送
内
容

・
上
り
チ
ャ
イ
ム

・「
こ
れ
は
、
テ
ス
ト
で
す
」×
3
回

・「
こ
ち
ら
は
防
災
さ
ん
む
で
す
」

・
下
り
チ
ャ
イ
ム

※�

山
武
市
安
心
安
全
メ
ー
ル
は
、「
防
災
・

国
民
保
護
情
報
」の
受
信
を
選
択
さ
れ

て
い
る
方
を
対
象
に
配
信
し
ま
す
。

T　
消
防
防
災
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
１
６
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防
災
士
に
な
っ
て
、
地
域
の

�

防
災
リ
ー
ダ
ー
に
な
り
ま
せ
ん
か

�市
で
は
防
災
士
資
格
取
得
の
費
用
に

助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

防
災
士
と
は

地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
で
減
災
と
地

域
の
防
災
力
向
上
の
た
め
の
活
動
が
期

待
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
十
分
な
知
識
・

技
能
を
有
す
る
人
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本

防
災
士
機
構
が
防
災
士
と
し
て
認
証
し

た
人
を
防
災
士
と
い
い
ま
す
。

防
災
士
の
主
な
役
割

防
災
士
に
は
家
庭
・
職
場
・
地
域
の

さ
ま
ざ
ま
な
場
で
多
様
な
活
躍
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
役
割
は
大
き
く

分
け
て
３
つ
あ
り
ま
す
。

①�

災
害
時
の
公
的
支
援
が
到
着
す
る
ま

で
の
被
害
の
拡
大
の
軽
減

②
災
害
発
生
後
の
被
災
者
支
援
の
活
動

③�

平
常
時
の
防
災
意
識
の
啓
発
、
自
助

お
よ
び
共
助
活
動
の
訓
練

助
成
対
象
者

・�

市
内
自
主
防
災
組
織
の
一
員
で
あ
る
者

・�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
が
旺
盛
で
あ
っ

て
市
長
が
認
め
る
者

助
成
対
象
経
費
お
よ
び
助
成
の
額

①�

日
本
防
災
士
機
構
が
認
証
し
た
研
修

機
関
で
実
施
す
る
防
災
士
研
修
講
座

受
講
料

②�

日
本
防
災
士
機
構
が
実
施
す
る
防
災

士
資
格
取
得
試
験
受
験
料

③�

日
本
防
災
士
機
構
へ
の
防
災
士
登
録
料

①�

～
③
の
経
費
に
対
し
実
費
を
助
成
し
ま
す

※�

助
成
金
の
交
付
は
、そ
れ
ぞ
れ
１
回
限
り
。

※
会
場
ま
で
の
交
通
費
等
は
対
象
外
で
す
。

防
災
士
資
格
取
得
に
つ
い
て
の
詳
し

い
内
容
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
防
災
士
機

構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

H�http://bousaisi.jp/

T　
消
防
防
災
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
１
６

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

市
で
は
住
居
環
境
の
向
上
と
市
内
の

経
済
活
性
化
を
図
る
た
め
、
市
内
施

工
業
者
を
利
用
し
て
、
個
人
住
宅
の
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
を
行
う
場
合
に
そ
の
経

費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
者

・�

山
武
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
が

あ
り
、
市
内
に
居
住
し
て
い
る
方

・�

世
帯
全
員
が
市
税
な
ど
の
滞
納
が
無
い
方

対
象
と
な
る
住
宅

・�

市
内
の
自
ら
が
居
住
し
て
い
る
住
宅

（
集
合
住
宅
等
は
個
人
専
有
部
分
・
店

舗
等
の
併
用
住
宅
は
個
人
住
宅
部
分
）

対
象
と
な
る
工
事

・�

市
内
施
工
業
者
の
行
う
リ
フ
ォ
ー
ム

工
事
で
、
工
事
費
が
10
万
円（
消
費

税
を
除
く
）以
上
で
あ
る
も
の

・�

本
市
な
ど
で
実
施
し
て
い
る
他
の
補

助
制
度
と
の
併
用
が
な
い
こ
と

・�

平
成
31
年
２
月
末
ま
で
に
工
事
を
完

了
し
実
績
報
告
が
で
き
る
こ
と

補�

助
金
額　
補
助
対
象
費
用
の
10
分
の

１
の
額（
上
限
20
万
円
）

事
前
申
込
受
付

・
８
月
13
日
㈪
～
31
日
㈮
ま
で

※
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

事
前
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
を

行
い
ま
す
。

※�

代
理
の
方
が
申
し
込
み
を
す
る
場
合

は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

そ
の
他

・�

補
助
金
の
交
付
決
定
前
に
着
工
し
て

い
る
工
事
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

・�

補
助
は
同
一
住
宅
に
つ
い
て
１
回
限

り
で
す
。

T　
都
市
整
備
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
９
２

道
路
の
管
理
に
ご
協
力
く
だ
さ
い�

◆
地
域
で
見
守
る
安
全
で
快
適
な
道
路

土
木
課
お
よ
び
千
葉
県
山
武
土
木
事

務
所
で
は
、
市
が
管
理
す
る「
市
道
」ま

た
は
県
が
管
理
す
る「
一
般
国
道
」お
よ

び「
県
道
」の
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
日
々

行
っ
て
い
ま
す
。
道
路
の
へ
こ
み
や
亀

裂
が
な
い
か
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど
の

安
全
設
備
に
支
障
が
な
い
か
を
確
認
し

て
、必
要
に
応
じ
て
補
修
な
ど
を
行
い
、

交
通
事
故
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

安
全
で
快
適
な
道
路
を
守
る
た
め

に
、
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
の
徹
底
を
進
め

る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
様
に
は
、
道

路
路
面
や
側
溝
の
異
常
な
ど
の
通
報
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
樹
木
伐
採
の
お
願
い

道
路
や
歩
道
へ
の
枝
木
の
張
り
出
し

な
ど
に
よ
り
、
歩
行
者
や
自
動
車
等
の

通
行
に
支
障
が
出
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
私
有
地
か
ら
道
路
へ
の
枝
の
張
り

出
し
や
倒
木
な
ど
は
、
所
有
者
の
責
任

で
伐
採
や
枝
払
い
す
る
な
ど
早
め
の
処

理
を
お
願
い
し
ま
す
。
枝
の
張
り
出
し

な
ど
が
一
因
と
な
っ
て
交
通
事
故
が
発

生
し
た
場
合
は
、
所
有
者
の
責
任
が
問

わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
で
雨
風
が

強
ま
り
、
よ
り
危
険
な
状
態
が
発
生
し

や
す
い
状
況
に
な
り
ま
す
。
交
通
事
故

を
未
然
に
防
ぎ
、
安
心
し
て
道
路
を
利

用
で
き
る
よ
う
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

T　
市
道
に
つ
い
て
は
土
木
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
８
３

　
　
国
道
・
県
道
に
つ
い
て
は

�

山
武
土
木
事
務
所

�

☎
０
４
７
５（
５
４
）１
１
３
２
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行政からの
お知らせ

information

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の

�

適
正
処
理

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
排
出
事
業
者

（
農
業
生
産
者
）自
ら
の
責
任
に
お
い
て

適
正
に
処
理
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
不
法
投
棄
・
野

焼
き
す
る
こ
と
は
法
律
で
禁
じ
ら
れ
て

い
ま
す
。

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
対
策
協
議
会
で

は
、
農
業
生
産
者
の
皆
さ
ん
の
使
用
済

み
農
業
用
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
に
つ
い

て
、
地
域
ご
と
に
一
斉
回
収
日
を
設
け

て
回
収
処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆�

回
収
に
は
産
廃
処
理
契
約
農
家
の
登

録
が
必
要
で
す
。

◆�

回
収
場
所
・
時
間
な
ど
詳
し
く
は
、

農
家
組
合
に
配
布
す
る
回
覧
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

◆�

ビ
ニ
ー
ル
に
は
、
農
家
登
録
番
号
を

必
ず
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
一
斉
回
収
日

　
山
武
地
域

　
８
月
22
日
㈬　
Ｊ
Ａ
日
向
支
所

　
８�

月
23
日
㈭　
さ
ん
ぶ
野
菜
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

　
８�

月
28
日
㈫　

睦
岡
園
芸
出
荷
組

合
・
ワ
タ
ミ
フ
ァ
ー
ム

　
８�

月
29
日
㈬　
丸
朝
園
芸
農
協
第
八

出
荷
場

　
８
月
30
日
㈭　
Ｊ
Ａ
睦
岡
支
所

　
成
東
地
域

　
10�

月
15
日
㈪　
Ｊ
Ａ
成
東
支
所
・
小

川
商
店

　
10
月
16
日
㈫　
Ｊ
Ａ
緑
海
支
所

　
10
月
17
日
㈬　
Ｊ
Ａ
南
郷
支
所

　
10
月
18
日
㈭　
Ｊ
Ａ
鳴
浜
支
所

　
平�

成
31
年
２
月
21
日
㈭　
小
川
商
店

（
２
回
目
）

　
平�

成
31
年
２
月
22
日
㈮　
Ｊ
Ａ
南
郷

支
所（
２
回
目
）

　
蓮
沼
地
域

　
10
月
18
日
㈭　
Ｊ
Ａ
蓮
沼
支
所

　
松
尾
地
域

　
11
月
１
日
㈭　
Ｊ
Ａ
豊
岡
支
所

　
11�

月
２
日
㈮　
Ｊ
Ａ
松
尾
支
所
、
Ｊ

Ａ
大
平
支
所

※
搬
入
上
の
注
意
点

①
品
目
ご
と
に
区
別
し
て
梱
包
す
る
。

②�

石
、
金
属
、
竹
片
、
木
片
・
ゴ
ム
類

な
ど
は
絶
対
に
混
入
さ
せ
な
い
こ
と

（
毎
年
、
小
さ
な
ゴ
ム
類
な
ど
の
混
入

が
有
り
、
現
場
・
工
場
で
は
非
常
に

困
っ
て
い
ま
す
。
ご
協
力
お
願
い
い
た

し
ま
す
）。

③�

荷
姿
や
土
の
付
き
具
合
を
チ
ェ
ッ
ク

し
不
適
切
な
も
の
は
返
却
い
た
し
ま

す
。

T�　
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
対
策
協
議
会
事

務
局（
農
林
水
産
課
農
水
係
内
）

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
２
１
１

ご
み
出
し
前
に
ち
ょ
っ
と
確
認

ご
み
の
出
し
方
・
ご
み
の
分
別

◆
可
燃
ご
み

乾
電
池
、小
型
家
電
、電
気
コ
ー
ド
、

金
属
類
等
を
可
燃
ご
み
に
混
入
し
な
い

よ
う
分
別
を
お
願
い
し
ま
す
。

生
ご
み
は
し
っ
か
り
水
切
り
を
お
願

い
し
ま
す
。

生
ご
み
に
水
分
が
多
い
と
焼
却
す
る

時
間
が
多
く
な
り
、
地
球
温
暖
化
の
原

因
と
な
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
の
増

加
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
生
ご
み
を
出

す
と
き
は
、
十
分
に
水
切
り
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆
ビ
ン
・
カ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

ビ
ン
・
カ
ン
・
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
は
資
源
と
し

て
再
利
用
さ
れ
ま
す
。

中
身
を
空
に
し
、
水

洗
い
を
行
い
、
異
物
を
混
入
さ
せ
な
い

よ
う
に
分
別
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
ビ
ン
の
キ
ャ
ッ
プ
は
外
し
金
属
製

の
も
の
は
不
燃
ご
み
で
出
し
て
く
だ
さ

い
）

◎
紙
リ
サ
イ
ク
ル
の
活
用

段
ボ
ー
ル
・
新
聞
・
雑
誌
・
紙
パ
ッ

ク
な
ど
使
用
後
に
き
ち
ん
と
分
別
・
収

集
す
る
こ
と
で
古
紙
と
し
て
３
回
か
ら

５
回
は
再
生
可
能
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

紙
は
大
切
な
資
源
で
す
。
燃
や
し
た

り（
家
庭
ご
み
の
焼
却
行
為
は
禁
止
で

す
）、
ご
み
と
し
て
捨
て
る
前
に
、
も

う
一
度
資
源
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
を

考
え
ま
し
ょ
う
。
山
武
市
で
は
、
資
源

回
収
団
体
へ
の
奨
励
金
制
度
や
リ
サ
イ

ク
ル
倉
庫（
古
紙
収
集
場
所
）の
設
置
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
こ
の

よ
う
な
場
所
を
活
用
し
て
、
ぜ
ひ
紙
リ

サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◎
ご
み
集
積
所
の
利
用
マ
ナ
ー

　

集
積
所
は
利
用
者
の
方
が
協
力
し
て

管
理
し
て
い
ま
す
。
き
ち
ん
と
分
別
を
し

て
収
集
曜
日
や
時
間
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

T�　
環
境
保
全
課

�
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